
: ぅや | とりん 二園 ての 続 問 伐 に よ る品 質 向 上

く目 訳  果 樹 部 )

1 . 背 景 とね らい

密 植 く4 X l . 5 ～ 2 1 ■) ヽ1 2 6 台 ふ じは 、 地 上 部 の 台 木 長 が短 い ほ ど樹 勢 が 旺 勢 と な り

肥 浜 土 壌 で は 樹 冠 の交 差 が大 き く、 樹 冠 内部 の 果 実 品質 が 低下 す る場 合 が あ る 。 この た め 、

間 伐 、 縮 伐 を実 施 した と こ ろ 、収 量 の 変 | ヒと果 実 品 質 の 向 上 効 果 が 得 られ た の で 参 考 に 供 す

る 。

2 . 技 術 内容

1 ) 樹 勢 が 強 く、樹 冠 の 混 合 い が 多 く、 果 実 品 質 が 低下 して い る場 合 は 、 間 。縮 伐 に よ り着

色 、横 度 等 の 果 実 品 質 が 大 き く向 上 す る。 そ の 効 果 をよ、理 が高 t ナ ■工1 で結 伐 で , す 。

2 ) 一 挙 に 問 炭 した場 合 は 、 初 年 め の 収 量 は 5 0 ～ 6 0 % 程 度 : こ減 少 す る 。 2 年 目以 降 をま、

7 0 ～ 8 0 % 程 度 に増 加 し、樹 容 積 の 拡 大 に 伴 うて漸 増 す る。

3 ) 統 伏は 、 2 ～ 3 年 計 画 で 行 な う と収 量 減 の 影 挙 が少 な くで き る 。 この 間 、 縮 償樹 ( 問 炭

樹 ) に は ス ヨ ア リング 等 を 行な って樹 冠 の 縮 小 を吾ヤる。 一方 、永 久 樹 は下 部 側 接 を広 げ る。

4 ) 縮 問 伐の 目安 t よ、 樹 勢 が強 く、 せ ん 定 前 の 間 容 積 ( 半 精 円球 と して 計 算 ) で 協 ね 2 5 ～

3 0 m 3 以 上 に達 した樹 で 、性品 質 、 作業 性 が 低下 して い る国 地 ャす る。/

5 ) 適 応 地 域  県 下 金 域

3 . 指 導 上 の 留 意 点

1 ) 経 営 的 に は 縮 伐に よ る方 法 を と る方 が 望 ま し い。 但 し大 規 模 園 で 、 労 力 確 保 が 困 難 な 場

合 は 一挙 問 伐 を行 な っても よい 。

2 ) 実 施 後 は 、 樹 冠 距 離 が 広 が る の で 、 樹 形 は 下 部 の 側枝 が よ り広 が っ た 円 錐 形 を 目標 に す

る。 樹 列 方 向 の 下 部 側 校 の 先 端 は 、 や や立 ち 気 味 に して 拡 大 を図 る。

3 ) 問 伐 後 の 切 り株 t 注掘 り上 げ 、 根 を 出 来 る だ け 取 り出 した後 堆 き め う肥 や 必 要 に応 じて 他

の 土 壊 改 良 剤 を投 入 す る。
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. 試 験 成績

1 ) 試 験区 構 成

場 所 品 種 処 理 区 処 理 内 容 供 3 F t 本数 処 理 開 始 年

園 試   ふ じ / N 2 6

( 4 8 年定 植 )

江 刺   ふ じ / 出2 6

小 倉 沢 ( 4 9 年定 植 )

( 8 3 本 / 1 0 a )

( 1 6 7 本/ 1 0 a )

( 6 3 本 / 1 0 a )

( 1 2 5 本/ 1 0 a )

(  8 3 ラ本/ 1 0 a )

( 1 6 7 本/ 1 0 a )

( 1 6 7 本/ 1 0 ム)

1 樹 置 き 4 X 3 m

慣 行 4 X l . 5 m

l 樹 置 き 4 X 4 m

慣 行 4 X 2 m

l 樹 置 き 4 X 3 m

l 樹 置 き( 3 年 目で 伏採

慣 行 4 X l . 5 m

5

1 0

3

1 0

5

4 X 3 m ) 5

5

O 問 伐 I

O 対 照 I

③問伐 E

④対照 正

0 間 伐

③縮伐

O 対 照

5 8 年

〃

5 9

″

5 9 年

″

″

- 7 6 -



妻 1 間 伏 後 の 収 量 推 移

質実果量収 ロロ

処 理 後 場 所  区 名

年 欺

一樹  一 果

収 量  重

くK 3 )   ( 3 )

1 0 a

収 量

( t )

果 色 指 欺
ヤ

表 面 色  地 色 秀

規 格 割 合
Z

優 良 無 E「

固試  C 問 伐 】

の 対照 I

O 問 伐 E

O 対 照 E

江刺  ⑤ 間伐 ″

◎縮 伐

( 永久 樹)

( 問伐樹)

O 対 照

田試  O 問 伐 I

9 対 照 I

O 問 伐 E

④ 打照 E

ヤエ刺  G ) 問伐

⑥縮 伐

( 永久樹)

( 問伐 樹)

2 対 照

固試  ]問 伐 I

3 対 照 I

で問 伐 E

‐4)対 照 u

□ 試  I E 問伐 】

コ対照 I

3 5 , 0   3 4 7

2 7 , 6   3 1 1

2 8 9 0   2 3 0

3 5 , 4   2 1 4

3 3 . 2   2 0 8

2 8 . 7   2 9 2

3 4 . 2   2 8 2

1 9 . 1   3 1 3

3 3 . 0   2 0 1

3 6 . 5   2 2 4

2 2 . 4   2 2 3

2 3 , 7   2 6 4

1 4 . 5   2 7 3

4 8 : 6   3 0 4

3 6 . 3   3 3 3

4 0 . 7   S 1 8

3 2 . 0   3 5 4

2  f i . !〕 2 8 7

2 2 . 3   2 7 9

l  t i . 7   2 3 9

0 3。(〕 3 0 1

4 2 . 2   2 9 1

4 2 . 9   2 0 2

4く, 4   t : 0 1

2.91

4 . 5 0

1 . 7 7

4 . 4 3

2 , 7 6

4 。4 3

2.84

1 . 5 9

5 。4 8

3 . 0 4

3 . 7 4

1 . 4 6

1 . 8 1

4 . 0 4

0 . 0 3

3 . 3 8

2.65

4.16

1.86

2.78

4 . 1 2

5 . 2 品

3 . 5 8

5 . 1 0

4 . 4 0

3 . 4 0

5 , 2 9

4 . 9 6

4 . 9 9

4 . 7 8

3 . 2 3

2 . 5 8

3.32

2 . 9 0

4 . 6 9

3.18

3 . 6 5

3 . 4 2

4 . 2 6

3 . 6 2

5.24

4 . 6 4

4 . 7 2

4 . 6 6

3 . 7 7

2 . 9 7

〕.67

:〕.11

4.10

3.37

3.65

1 〕, 8 7

1 9 , 7

1 2 . 9

11.3

16.1

4.6

3 3 . 6   3 8 . 4    8 。2

3 2 . 4   4 3 . G   l l . 1

3 1 . 4   4 5 , 7   1 1 . 6

3 4 . 5   3 9 , 2   1 0 . 2

2 0 。4   5 8 , 0   1 7 . 0

2 5 . 2   2 8 . 2   3 9 . 1    7 . 5

1 9 9 0   1 9 . 5   4 4 . 8   1 8 . 7

1 9 . 0   2 2 . 3   4 0 , 8   1 7 . 9

1 9 . 1   1 5 . 9   4 9 . 9   1 5 . 1

8 , 1   2 3 . 0   5 1 . 5   1 7 , 4

７
，
　

　

Ｖ
ヽ

堀指 t よ、江刺 市農 協の出荷基準 t こよる。

力 子―チ ャー ト指欺 : 表面 色 1 ( 渋 〉～ 6 ( 濃 ) 、 地 色 1 ( 緑 ) ～ 8 く 黄 )
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